
ＡＩ時代 進化する病院の集患
「右肩上がり」を実現特 集

を
心
掛
け
て
い
ま
す
」と
語
る
。

ま
た
、
院
内
に
媒
体
の
存
在
や
取
り

組
み
の
周
知
を
図
り
つ
つ
、
毎
月
全
職

員
か
ら
情
報
収
集
を
行
う
な
ど
広
報
に

対
す
る
意
識
改
革
を
行
っ
て
い
る
。
併

せ
て
、
や
り
っ
ぱ
な
し
の
広
報
に
せ
ず
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
改
善
案
の
提
案
を

行
い
、
次
回
に
つ
な
が
る
信
頼
関
係
を

構
築
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
病
院

の
認
知
や
集
患
に
確
実
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
。

三
つ
目
が
、「
三
者
で
連
携
」。
同
院

の
場
合
、
広
報
に
携
わ
る
の
は
、
学
術

広
報
室
、
経
営
企
画
室
、
地
域
医
療
連

絡
室
に
な
る
。
こ
の
３
つ
の
部
署
が
集

ま
り
月
１
度
、
最
新
の
情
報
を
共
有
。

集
患
と
い
う
共
通
目
標
に

向
か
っ
て
連
携
す
る
こ
と

で
よ
り
多
角
的
に
か
つ
効

果
的
な
広
報
を
提
案
す
る

こ
と
が
可
能
な
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。

集
患
は
順
調
に
推
移

各
広
報
媒
体
の
特
徴
は

以
下
の
通
り
。

＊
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

か
ら
、
医
師
や
診
療
科
に

つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

と
分
か
っ
て
お
り
、
医
師

の
顔
写
真
や
診
療
の
様
子

が
分
か
る
画
像
を
大
き
く

配
置
し
た
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
リ
ン
ク
先
を
明
示
し
、

広
報
誌
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
へ
誘

導
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

＊
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

年
間
16
回
ほ
ど
配
信
し
36
件
掲
載
。

特
に
ニ
ュ
ー
ス
性
の
あ
る
も
の
は
、
地

元
新
聞
社
等
に
配
信
し
て
い
る
。
記
載

時
は
、
市
民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
有

益
か
と
い
う
視
点
で
作
成
し
て
い
る
。

＊
広
報
誌「
白
い
ま
ど
」

20
頁
ほ
ど
の
月
刊
小
冊
子
で
、
疾
患

と
そ
れ
を
担
当
す
る
診
療
科
、
そ
し
て

治
療
に
加
わ
る
専
門
医
を
取
り
上
げ
、

チ
ー
ム
医
療
を
訴
求
。
同
内
容
を
ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
、
連
動
す
る
内

容
で
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
を
作
成
し

て
い
る
。

＊
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画

２
０
１
６
年
よ
り
広
報
誌
で
は
伝
わ

り
に
く
い
内
容
を
動
画
化
し
配
信
。
広

報
誌
と
連
動
さ
せ
、
医
師
、
看
護
師
、

医
療
技
術
職
、
事
務
職
な
ど
を
含
む
12

人
の
広
報
委
員
会
で
製
作
し
て
い
る
。

＊
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

２
０
１
７
年
開
始
。
広
報
誌
と
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
へ
誘
導
可
能
。
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ「
医
師
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」動
画
を
配
信
中
。
プ
ッ
シ
ュ

通
知
が
可
能
な
た
め
、
幅
広
い
ユ
ー

ザ
ー
へ
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

＊�「
聖
隷
福
祉
事
業
団
公
式
ア
プ
リ�

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｉ
」

２
０
２
３
年
度
開
始
。
対
象
は
病
院

利
用
者
。
約
80
本
の
患
者
説
明
動
画
を

視
聴
可
能
。
患
者
だ
け
で
な
く
家
族
も

自
由
な
時
間
に
視
聴
で
き
る
。
よ
り
分

か
り
や
す
く
、正
確
に
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
利
用
者
へ
情
報
提
供
を
行
う
。

北
岡
氏
は「
ア
プ
リ
や
他
の
広
報
媒

体
も
含
め
て
情
報
発
信
し
続
け
る
こ
と

に
よ
り
、
集
患
は
順
調
な
推
移
を
み
せ

て
い
ま
す
。今
後
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
あ
っ

た
媒
体
を
戦
略
的
に
融
合
し
て
情
報
発

信
し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
む
。

「
病
院
が
地
域
か
ら
選
ば
れ
る
身
近
な

存
在
に
な
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

正
し
い
情
報
発
信
を
継
続
し
て
行
い
、

認
知
度
の
向
上
、
信
頼
関
係
の
構
築
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
市

民
公
開
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
と
す
る

広
報
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
だ
こ
と

に
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
報

と
紙
媒
体
な
ど
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
よ

り
戦
略
的
に
広
報
で
き
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
」

同
院
学
術
広
報
室
の
北
岡
美
穂
氏
は

こ
の
よ
う
に
話
す
。
北
岡
氏
が
掲
げ
る

広
報
戦
略
の
成
功
の
カ
ギ
は
、
①
現
状

把
握
・
分
析
②
チ
ー
ム
で
広
報
③
三
者

で
連
携
―
に
あ
る
。

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
中
心
に 

各
広
報
媒
体
を
連
動
し
情
報
を
伝
達

一
つ
目
の
カ
ギ
、「
現
状
把
握
・
分
析
」

で
は
、
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
分
析
を
実
施
。

Google Analytics4

を
用
い
て
、
表
示

回
数
、
ユ
ー
ザ
ー
数
、
閲
覧
数
が
多
い

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
の
流
入
な
ど
に

つ
い
て
確
認
す
る
。
特
に
、
閲
覧
数
が

多
い
ペ
ー
ジ
は
利
用
者
が
知
り
た
い
情

報
に
直
結
す
る
と
考
え
、
念
入
り
に
情

報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
１

回
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
年
３
回
の
市

民
公
開
講
座
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行

い
、
そ
の
結
果
や
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等

を
広
報
の
方
針
や
改
善
策
に
生
か
し
て

い
る
。

同
院
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ

た
広
報
戦
略
を
採
用
し
て
お
り
、
主
に

見
込
み
患
者
に
は
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
、
新
聞
等
の
掲
載
、

市
民
公
開
講
座
を
中
心
と
し
、
既
存
患

者
に
は
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
、
紙
の
広
報
誌
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ア
プ
リ
を
中
心
に
す
る
な

ど
媒
体
の
す
み
分
け
を
図
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
個
々
の
媒
体
で
病
院
情

報
の
発
信
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
に
情
報
を
集
約
し
て
い
る
点

は
大
き
な
特
徴
だ
。
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
広
報
媒
体
を
連
動

さ
せ
て
お
り
、
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
複

数
の
媒
体
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
利
用

者
は
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
、
各
媒
体
の
両
方

か
ら
情
報
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
た
め
、

よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信
が
可
能
に
な

る
。カ

ギ
の
二
つ
目
が
、「
チ
ー
ム
で
広

報
」。
広
報
活
動
は
、
医
師
等
職
員
の

協
力
な
し
で
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う

考
え
の
も
と
、
医
師
を
巻
き
込
み
な
が

ら
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
て
い
る
。
特

に
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
に
つ
い
て

は
、
同
院
広
報
委
員
会
が
そ
の
有
用
性

を
認
め
た
と
こ
ろ
か
ら
２
０
１
６
年
に

ス
タ
ー
ト
。
副
委
員
長
で
も
あ
る
総
合

診
療
内
科
の
本
間
陽
一
郎
医
師
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
と
な
り
、「
患
者
の
視

点
で
考
え
る
患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」の
理

念
で
動
画
制
作
を
行
っ
て
い
る
。
北
岡

氏
は「
先
生
方
は
非
常
に
お
忙
し
い
の

で
、
ご
自
身
が
出
て
も
良
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
内
容
の
提
案

社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖隷浜松病院（静岡県浜松市、岡俊明院長、病床数750床）は、
地域の中核病院として高度急性期医療を提供し、地域から信頼いただける病院であり続けられるよう努
力を重ねている。そして、いざというときに選ばれる病院となるべく同院では多様な媒体の併用による広報
活動を展開している。

多様な媒体を併用し情報発信を強化
正しい情報発信で認知度向上・信頼関係を構築

北岡美穂氏

社会福祉法人聖隷福祉事業団 総合病院聖隷浜松病院

集患のポイント

1利用者・患者のニーズ
や改善点を把握

2病院一体で取り組む
3 3つの部署が連携し、
効果的な広報を実現
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